
お問い合せ先：紀の川市農林商工部観光振興課フルーツ・ライフ・スクール担当
k080400-001＠city.kinokawa.lg.jp0736-77-2511/FAX:0736-79-3928

一緒に学びましょう！

担当講師からの
メッセージ

主催：紀の川市

自分の特技を活かしたまちづくりをしませんか？
自分の特技・まちの魅力が何なのかを再確認し、

それらを組み合わせて、自分にしかできないまちづくりをー

21 （火）5

塩見直紀 (Shiomi Naoki)
（半農半Ｘ研究所代表、総務省地域力創造アドバイザー、福知山公立大学地域経営学部特任准教授）
1965 年、京都府綾部市生まれ、同市在住。フェリシモを経て、1999 年、33 歳を機に故郷の綾部へＵターン。
2000 年、半農半Ｘ研究所を設立。21 世紀の生き方、暮らし方として、「半農半Ｘ」コンセプトを 20 年前から提唱。
著書に『半農半Ｘという生き方【決定版】』など。本は翻訳され、台湾、中国、韓国でも発売され、海外講演もおこなう。
ライフワークは個人から集落、市町村までのＸの応援とコンセプトメイク。

２１世紀の生き方、暮らし方を模索するなか、25 年ほど前、
「半農半Ｘ（＝天職）」というコンセプトが生まれました。
１人ひとりが自分のＸ（ライフワーク）を生涯探究し合い、
貢献する社会を私は「１人１研究所社会」と呼んでいます。
大和言葉では、植物の「種（たね）」の「た」は、「高く、たくさん」など広がりを、
「ね」は「根っこ、根源」を意味します。
「根っこ」である地域、文化を大事にしつつ、各自が創造性・想像性の翼を自由にひろげ、
後世にすばらしい贈り物を遺していく時代を創りたいと思っています。
「自分資源」と「地域資源」をみんなで見つめ直し、新しく組み合わせ、
紀の川から新しい何かをみなさんと作れたらと思います。
「地域資源から新しいアイデアを生み出す問題集【紀の川編】」や「紀の川 AtoZ」も一緒につくっていきます。

二期生募集



（紀の川市役所本庁２階「市民協働スペース」）

（第一回：紀の川市役所本庁２階「市民協働スペース」）

18:00 ～ 20:30

こんなスクールです。 年間スケジュール

【目　　的】 健康でみずみずしい、実りある人生を「フルーツ・ライフ」としてとらえ、それを実現
する紀の川市をつくるために、フルーツのまちづくりを推進する人材を育成します。

【名　　称】

【主　　催】

【期　　間】

【会　　場】

【対　　象】

【授業構成】

【授 業 料】

【申込方法】

紀の川市まちづくり人材育成塾「フルーツ・ライフ・スクール」

紀の川市

2019 年 6 月～2020 年 3 月（全 10 回）

紀の川市内公共施設ほか

まちづくりに興味のある 18 歳以上で通年参加できる方。（高校生は保護者の許可要）
定員 20 名。（最小催行人数 5名）
応募多数の場合は居住地域や志望動機による選考となります。
選考結果は、5月 24 日迄に連絡します。
全 10 単位 (7 単位以上で修了 )

年間 10,000 円（資料代等）
開塾時に納入のこと。その他フルーツ・ウォークの入場料や飲食代等の実費負担あり。

申込書（別添）に、志望動機を必ず記入して、
下記の申込先に持参もしくは郵送ください。

〒649-6492　和歌山県紀の川市西大井 338 番地
紀の川市農林商工部観光振興課フルーツ・ライフ・スクール担当迄
電話番号　0736-77-2511（代表）　0736-77-0843（観光振興課直通）　

願　　書
申 込 先【　　　　】

【申込期限】 2019 年 5 月 21 日（火）17:00 必着

市内の魅力を訪ね、
地域資源を知り、
視野を広げます。

話す、聞く、まとめ
る、企画する、人間
力を身につけます。

紀の川市特産のおい
しい果物とともに学
ぶスクールです。

身近な地域資源を一度きちんと訪ねたい。
違う立場の人と出会いたい、語り合いたい。
まちづくりに興味はあるけれど、何からはじめていいか。

そんな方は、
是非この「フルーツ・ライフ・スクール」にご参加ください。

地域の魅力・自分自身の特技などを目に見える形にし
仲間と一緒に豊かなまちづくりに参加しませんか。
新しい発見や出会いがあるかも知れません。

自分資源・地域資源
は何なのか、自分の
特技を見つけます。

フルーツ巡る知る 交わる

※内容は変更になる場合もあります。

《みんなの X※を活かしたまちづくり》
※X・・・天職、大好きなこと、ライフワーク、生きがい
ワークショップ：自分資源発掘に向けて１

ワークショップ：自分資源発掘にむけて２

ワークショップ：「自分 A to Z」※をつくる
※「A to Z」・・・「A」～「Z」の頭文字で始まる自分や地域の魅力を洗い出す

（例）「A」＝「合気道」「B」＝「ぶどう」「C」＝「CAT」・・・など

ワークショップ：「X を掛け合わせて、ローカルビジネスをつくる」

ワークショップ：「紀の川 A to Z」をつくる

ワークショップ：「紀の川をテーマに、○○A to Z」をつくる

ワークショップ：「地域資源から新しいアイデアを生み出す
　　　　　　　　アイデアブック【紀の川編】」をつくる

ワークショップ：「フルーツツーリズムのさらなる可能性を考える」

ワークショップ：「フルーツ ×○○～新しい組み合わせを考える」

ワークショップ：「フルーツ × 次の時代を新しいコンセプトを考える」

●「自分資源」発掘、未来デザイン、ローカルビジネス創造編（４回）

●「地域資源」発掘＆まちづくりデザイン編（３回）

●ツーリズムデザイン＆ニューコンセプトづくり編（３回）

６/１
（土）

７/６
（土）

８/３
（土）

��：�� ～ ��：��

��：�� ～ ��：��

��：�� ～ ��：��

��：�� ～ ��：��

��：�� ～ ��：��

��：�� ～ ��：��

��：�� ～ ��：��

��：�� ～ ��：��

��：�� ～ ��：��

��：�� ～ ��：��

�/�
（土）

��/�
（土）

��/�
（土）

��/�
（土）

�/�
（土）

�/�
（土）

�/�
（土）


